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DX人材育成が進まない真因とアビームコンサルティングの提供価値
近年、AIやブロックチェーン等、新たなデジタル技術が、実際のビジネスに活用され始めています。それに伴い、デジタルの潮流を捕捉し自社ビジネスへ
実装できる「DX推進人材」の存在有無が、企業の競争力に大きな差を生みます。しかしながら、次世代を担う若手リーダー層が、DX推進の重要な要素
である「必要な知識を得る」「有効な方針・施策を考える」「考えた結果を実践する」を様々な阻害要因で達成できていないことから「DX人材の育成」
が十分に進展していないケースが散見されます。
アビームコンサルティングは、独自のアプローチを活用して、若手リーダー層に「必要知識のインプット」「リアルな課題発見・アイデア創出」「自分ごと化と
行動変革」までを行う実践型・ハンズオン形式の研修を提供し、DX推進の流れを体感・体得していただくことで、企業のデジタル変革と、継続的なDX
推進に必要な「知的創造空間」の形成をサポートします。

DX推進人材育成研修の概要とDX推進に必要な「知的創造空間」
DXの構想から具体施策まで落とし込むためには、表層的な座学のDX研修のみならず、現場の従業員が日々実業務で感じた“生”の課題を 部門横断
で共有した上で、どのようにその課題に対応するかを考えることが必要です。
アビームコンサルティングでは、DXを推進する企業・リソースが、道具（技術）、場（交流）、財（ノウハウ）を用いて新たな顧客価値を 創造できる状態を
知的創造空間と定義し、実践型・ハンズオン型の研修を通じてその形成を支援します。

近年のデジタル技術の発展に伴い、すべての企業においてDX推進をリードできる人材の育成が急務となっています。一方で、“DX人材
育成”と銘打った研修は「DX構想に必要なリテラシー・知識の教育」「施策の実行・運用に必要なIoTやAIの活用方法」といった表層
的な内容が多く、「DXを推進できる人材の育成」というニーズとの間にギャップが存在します。
アビームコンサルティングは、デジタルテクノロジーの知見や企業のDX推進に関する豊富な実績を用いて実践型・ハンズオン型の
「DX推進人材育成研修」を提供します。受講者がDX構想の創出ができる状態を 目指し、構想の具体化や新事業立ち上げまで一貫して
サポートすることで、企業のDX推進に関する課題を解決に導きます。

Practice and Behavior-change oriented DX Training

DX推進の流れを体感できる実践型・ハンズオン型の研修を通じて
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検討した施策を具体化するためのアク
ションプランが決まらない
通常業務に圧迫されて体制が組めず、 
モチベーションも上がらない

・

・

アイデアを深堀り・具体化し自分ごと化
するまでのアプローチを支援
経営層に対するプレゼンや行動変革の
宣言、自部署・コミュニティに学びをシェ
アするなど、モチベーションの向上につ
ながる施策を指南

・

・

DX推進部署のみで検討を進め、現場の 
メンバーが参画しておらず、実効性の検
討ができない
実際の現場の課題を肌で感じられる機
会がない

・

・

部門横断での意見交流、討議
解決すべき課題とデータ活用を主軸に
したアイディア創出を支援
実際の工場などの現場を巡りリアルな
課題発見の機会を提供

・
・

・

自社・自産業に閉じて考えてしまう
他産業やベンチャー企業とのコネクショ
ンがなく、意見交換ができない

・
・

最新のテクノロジートレンドと、 それら
を活用した事例の提供
産業ごとの変化のシナリオと課題の示唆

サステナビリティに関連する複雑な社会
課題への対応策

・

・
・

必要知識のインプット リアルな課題発見・アイデア創出 自分ごと化と行動変革

考えた結果を実践する有効な方針・施策を考える必要な知識を得る

知的創造空間のイメージ 研修サービス例

事業全体を俯瞰してDX方針を検討
するために、部門横断で様々な立
場・視点を集めて実施する形式

・

❶部門横断型で実施する
　ワークショップ（ハンズオン型）

　DX研修

実効性のある課題解決のプロセス
を体感するため、手触り感を重視し
ファクトリーツアーを組み込み実施
する形式

・

❷製造現場で体験する
ファクトリーツアー（実践型）

DX研修

デジタルで集合知に昇華（資産） 産業を跨いだDX構想立案

知的創造空間
=道具(技術)＋場(交流)＋財(ノウハウ)が一体となった、

新たな顧客価値創造のための空間

デジタルテクノロジー活用知識

道具

部門の垣根を超えた交流

場

業務知識・ノウハウ

財
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研修メニュー例１：部門横断型で実施するワークショップ（ハンズオン型）DX研修
「ワークショップ型DX研修」では、事前に設定したテーマについて部門横断のメンバーがディスカッション～経営層へのプレゼンまでを 体感し、成功
体験を得ることで次世代のデジタル化を担う人材へと成長することを目指した、伴走型の研修を提供します。

研修メニュー例２：製造現場で実施するファクトリーツアー（実践型）DX研修
「ファクトリーツアー型DX研修」では、実施の製造現場を訪問して生の課題を確認し、解決のための具体案を整理する事を目指した、 実践型の研修を
提供しています。

検討内容の資料化
経営層へのプレゼン
・
・

デジタル活用方針アイデアの創出
事業アイデアの創出
・
・

DXの現状理解・現状の課題や興味の方向性を
ご相談
・

資料化・プレゼンサポート
今後の進め方検討サポート
・
・

議論及びアイデア創出のサポート・テーマごとのDXトレンド・ 
他社事例のインプット
・Day1に向けたヒアリング

テーマ構成検討
・
・

チームで議論してきた、デジタル
活用方針、事業構想を経営層に
プレゼン

・Day1をベースにどのような方針
でデジタル活用を進めていくべ
きかを議論

上記方針から、具体的な事業
アイデアを議論。発散させたの
ち絞り込む

・

・

“スマートシティ”講義
□ DXトレンド
□ 目指すべきDXの在り方
□ ケーススタディ：未来の創造、 スマート
シティのアーキテクチャ、主要プレイ
ヤー...

自社の現状についてチームで討議

・

・

ヒアリングによりテーマを
“スマートシティ"と設定

どの部署の誰を巻き込み、何を
目指すかを討議

“スマートシティ"の事業構想に
必要なコースの構成

・

・

・

事前準備 Day1 
(DX動向＆業界動向)

Day2 
(デジタル技術とデータ活用)

Day3 
(DX戦略を創る)事前準備
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当
社
の
役
割 新規事業検討の一連の流れを体感してもらうことで成功体験の創出を支援

コンサル主導にならない、議論及びアイデア創出の促進
部門間での意見交換、視点交流の促進

経営層へのプレゼンサポート
ワークショップ支援

事前に主催メンバーにヒアリングを行い要望を確認しつつ、研修の「ゴール」「メンバー選定」
「コース構成」等をカスタマイズ。ゴール達成に最適な「場」の構築を目指します。
□

当社が製造現場のDXにおいて重要なポイントについて講義を行い、製造現場訪問での 課題発見
のために必要な知識を身に付けます。

□

実際の貴社製造現場を訪問し、設備機器・制御機器・ネットワーク状況・データの流れを俯瞰した
目線で、現場において「いま、何が課題なのか」を詳細に確認します。

□

ファクトリーツアーにて確認した課題がどのようにすれば解決できるのかを全員で討議し、 有効な
具体案とネクストアクションを整理します。

□

原料タンクの残量がリアル
タイムに分からないから
アナログで人が見に行く…

設備のモニターで単一工程は見れるけど、全体感
が掴むことができない…

素材投入量のデータと温度変化のデータが別
の機器上にあって突合できない…

ラインによって不良品率が大きく違うが、
理由やデータの因果がわからない…

古い機械だし、IoT化なんてできない…

古い機械だし、
IoT化なんてできない…

施策
一覧

タスク
リスト

・・・

なんとなく取得している消費電力データだが、
可視化・管理されないから放置している…
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スケジュール例

事前準備

オリエンテーション

製造現場の概要説明

講義・QAセッション

休憩

”ファクトリーツアー”
製造現場確認

Q&Aセッション

現場課題の
解決方法討議・
具体案の整理
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